平成２５年第２回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
１　平成25年６月11日午前11時40分、第２回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　副町長　加藤　一美君　　教育長　栃元　　誠君

　　　　企画財政課長　若菜　伸一君　　企画財政課主幹　天野　成浩君

　　　　総務課課長補佐　菊池　　良君　　住民課長　宮田　昭治君

　　　　福祉保健課長　清水　信行君　　観光産業課長　原島　滋隆君

　　　　地域整備課長　川村　文雄君　　教育課長　守屋　吉彦君

　　　　会計管理者　清水　　明君　　病院事務長　河村　光春君

平成２５年第２回奥多摩町議会定例会

連合審査会議事日程[第１号]

平成25年６月11日（火）

午前11時40分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	陳情第１号
	日原地域の防災対策に関する陳情書
	採　　択


　　（午前11時58分　閉会）

午前11時40分　開会・開議
○議長（清水　典子君）　これより連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は11名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

　本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、本日の本会議第１日に付託された日程第３　陳情第１号　日原地域の防災対策に関する陳情書について、常任委員会合同で審査を行います。

　本件については、まず町当局からご意見、ご説明等ありましたらお願いしたいと思います。挙手をお願いします。なお、発言は自席でお願いします。
　総務課課長補佐。

○総務課課長補佐（菊地　　良君）　日原地域の防災対策に関する陳情書につきまして、ご意見を申し上げさせていただきます。

　本陳情書が出された経緯、背景でございます。
　議員皆様もご承知のことと存じますが、平成24年６月８日、大沢平石橋付近において発生した落石により、発生当日の６月８日から７月３日までの長期間にわたり、日原街道が通行止めとなり、地域住民の方や通勤者等の皆さんが大変不便な生活を強いられました。日原自治会では、このような事態に、今後の対応や災害時の対策等に生かすため、自治会住民を対象としてアンケート調査を実施いたしました。その回答の中で、買い物、食料、通院、生活物資関連等に苦慮したとの意見が多く、今回の災害で地域に何が必要かの問いに、輸送手段の確保として、今回の陳情の要旨とされているヘリポートの整備と、都道の代替道路の整備をとの回答が寄せられたということでございます。
　一般質問でもご答弁させていただいておりますが、日原地区のヘリポートは２カ所あるものの、雲取山ヘリポート及び滝谷ノ峰ヘリポートとも山頂付近にあり、山岳救助には有効なものの人家からは離れていることから、今回のような災害には活用することは厳しい状況です。また、日原地区は迂回路のない行き止まり路線であり、有事の際に孤立する危険性があることから、負傷者等の緊急輸送、医薬品の輸送、救援物資の輸送など、緊急輸送手段として有効なため、町といたしましても必要性は強く認識しており、長期計画の消防施設の充実の施策にも位置づけるとともに、毎年、東京都町村会、東京都町村議長会を通じて、東京都及び東京消防庁へ日原地区へのヘリポートの設置を強く要望しているところであり、一日も早く設置ができるよう町でも検討してまいります。

○議長（清水　典子君）　ほかにありませんか。
　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、私のほうから都道日原線になります都道204号線、日原鍾乳洞線のこれまでの経緯についてご説明させていただきます。

　大正12年６月に東京府道として以来認定されました路線でございまして、昭和19年に林業振興を図るための林道として線形を変え改修された道路でしたが、昭和27年には都道として6,400メートルの拡幅改良が行われております。これによりまして定期バスの運行が可能になったということでございます。また、昭和47年には戸望周辺で崩壊事故があり、緊急仮設道路として日原トンネルを整備し、その後、昭和54年に現在の日原トンネルを正式に整備し、現在に至っているところでございます。

　都道204号線の道路整備につきましては、奥多摩工業など、当時の鉱山関係の方が整備したところ、あるいは林業関係者が整備したところがあり、複雑なところもありますが、現在は南氷川の国道411号線から分岐して、日原鍾乳洞入り口先の燕岩の下の駐車場先に売店がありますが、ここまでの延長10.8キロメートルを都道204号線として、現在、供用していたところでございます。

　また今回の陳情以外にも、日原自治会からはさまざまな陳情、要望がございまして、その中に、日原の過疎対策として地域振興計画を策定したいということで、日原地域からご要望がございまして、昭和61年に町職員９名、それから地域の代表者12名によりますプロジェクトチームを作成しまして、日原地域振興対策委員会を設置したことの経緯もございます。

　その対策委員会の振興計画の中の項目に交通対策がありまして、今、氷川から日原の道路に関係する事項で、３項目ありまして、まずその中で、氷川・日原間の都道の拡幅、次に平石、安平付近の落石防護柵の設置、それから３項目目として右岸道路、現道の日原川を挟んだ対岸になりますが、その部分の新設で、大沢・樽沢・日原間を結ぶ道路ということでご要望もございました。

　拡幅及び落石防護柵につきましては、町経由で管理者であります東京都に要望を行い、町としましては右岸道路の新設ということで、大沢から戸望までの旧道敷の整備をしたところでございますが、何分、急傾斜地と地形、地質の関係がございまして、道路整備は非常に厳しい地域であると。その先の施工は不可能という調査結果をいただいて断念した経緯がございます。
　また、これまで現道整備の拡幅などにこだわった経過につきましては、観光面を第一に考えれば、来訪者へ渓谷美と日原川という自然の展望、これが一つあると聞いております。また林産業面では、現道からの既にできました利便性の問題、あるいは奥多摩工業との関連がございまして、新道の実現、新しい道路を建設するよりも、現道の整備を充実させる方が短期間での目標を達成するのではないかという考えがあったと聞いてございます。
　その後、道路管理者であります西多摩建設事務所を通じまして、東京都には整備をお願いして、毎年実施しているところでございまして、今年度の平成25年度にも西多摩建設事務所による道路整備ということで、13件の工事を予定しているところでございます。

　また、今週ですが、６月13日に西多摩建設事務所との協議会がございまして、その席上でもこの陳情書に従いまして現状を強く訴えまして、よりよい頑固な道路ができるようにということで、強く要望させていただくところでございます。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（清水　典子君）　ないようですので、次に、各委員から意見を求めます。意見のある委員は挙手をお願いします。
　10番　竹内和男委員。

○10番（竹内　和男君）　今、地域整備課長がいろいろご説明をしていただきましたけれども、以前、この日原についての観光開発、特に抜け道という部分では、日原林道から峰谷の奥沢林道へ接続する、そういうことがその中で、委員会などをつくって活動したときもあったかと思います。できればそういう部分もこれからの観光、鍾乳洞から峰谷に抜けられるようなそういう部分もあってもいいのかなと。もしそういうことができると、本当に抜け道としていろいろ、避難もそうですけれども、そういう観光面に役立つのかと思いますけれども、いかがでしょうか。

○議長（清水　典子君）　ほかに。
　４番　原島幸次委員。

○４番（原島　幸次君）　昨年６月、落石により日原街道が通行止めになりまして、大変日原地域の方は困難な生活を強いられ、また相当なご苦労をされたのではなかろうかと思います。そのためにも、今後とも集落を孤立させないために、是非ともヘリポートの早急な建設をお願いしたいと。そして、東京消防庁のヘリポートですと限定されてしまいますので、できれば町独自でつくっていただければ、いろいろな民間のヘリもとまれるようにすれば、かなりいろいろな面で利用価値が高いのではないかと。東京消防庁だけですと救急用だけにしかなりませんし、通常の物資は運んでもらえませんので、その辺もヘリポート建設に際してはお考えいただければありがたいと思います。

　また、都道の落石防止、あるいは対策をしっかりしていただく、また迂回路もなかなか難問が多いようですが、その辺も、ここの日原街道だけではなくて、ほかの県下、あるいはほかの市町村からうまく林道等の道が回せないか、その辺も検討していただければと思います。

　私一議員として、何としてもこの陳情に賛成して、日原地域が孤立しないようにやっていただくように、町当局にも切にお願いしたいと思います。

　また、ここに日原までトロッコが行っております。そのトロッコを活用して、緊急の場合、物資が運べないのか、町のほうからも奥多摩工業さんに折衝していただく、あるいは議会からも折衝して、緊急のときにはトロッコを動かしてもらって物資の輸送をすると、そんなようなことも考えながら、何としても孤立化を防ぐような対策を、議員あるいは町当局全員で協力しながら、あるいは日原自治会の方とも協力しながら、いい知恵を出していければいいのかなと思います。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかに。
　９番　須崎　眞委員。

○９番（須崎　　眞君）　大変今、原島委員もお話をしましたけれども、この日原地域の防災に関する陳情につきましては、本当に昨年度、非常に大変な思いをしたと思います。そうした中、こういう陳情が上がってきたと思います。

　これは、奥多摩町の中におきましても、特に孤立化される地域が、一番日原地域ではないかなと私は思っております。大変な思いをしている地域でございます。是非ヘリポートを建設する場所につきましては、是非、以前、故人になりました原島文夫議員さんが、君平線に林道を入れて、将来、この上にヘリポート基地をつくりたいというのを私は伺ったことがあると思います。
　是非、我々議員もこの前、５月13日ですか、仲間の議員で現場を見てまいりました。非常に、ちょっと傾斜地もありますけれども、ヘリポートの基地には適しているのかなと思いますので、是非町当局でもこの問題には取り組んでいただきたいなと思います。また、議会としても是非取り組んでいかなければいけないのかなと思っているところでございます。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかに。
　７番　師岡伸公委員。

○７番（師岡　伸公君）　先日、日原自治会のほうでアンケート調査をしました内容を私も読ませていただきました。この中に、その他意見がありましたらお書きくださいという中に、女性の意見で、今回はつり橋利用で駅まで出ることができたが、もっと日原集落寄りの場合はどのような方法になるのかと。このご意見が今回の陳情の全てではないかというふうに思います。それほど、数十年、もっとでしょうか、懸案事項であるというふうに深く受けとめたいと思います。

　今、須崎委員もおっしゃいましたように、私たち議員団も何回か現地を訪れまして、その必要性というものを体感したわけでございます。今回の陳情、ヘリポートと道路の件、二つ出てございますけれども、ヘリポートにつきましては、自治会を始め地域住民の皆様のご協力が得られれば、用地の確保等はできるのではないかなというふうには感じられます。

　それから、道路につきましては、これは先ほど地域整備課長さんからもお話がありましたとおり、安全性の問題、それから当然のことながらいろいろな予算規模ということの確認も不可欠であろうかと思います。いろいろな角度から精査の必要があるというふうに現時点では思います。

　今、今年度予算でも、東京都から二十数億、全体の歳入予算の中で40％以上の金額を、東京都から町は獲得しているわけですけれども、今後この事業を推進するということになれば、より以上の予算の確保、それからいろいろな推進に対するお願いをしなくてはいけないというふうに思います。しかしながら、私たちは奥多摩町民であると同時に東京都民でもあるわけでございます。この辺を十分に勘案していただきまして、引き続き、大変でございますが、引き続き粘り強く折衝していただきまして、この陳情が陳情に終わることなく、近い将来実施できるような形を是非望みたいと思います。私は採択を前提に意見を述べさせていただきました。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかにご意見ありませんか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ないようですので、これより採決します。
　日程第３　陳情第１号について、採択とすることに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、陳情第１号については採択とすべきものと決定しました。

　以上で本日の日程は全て終了しました。

　これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。

午前11時58分　閉議・閉会
　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。
　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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